













































勢に意味を付与し，それらを解釈する努力」（Snow & Benford 1988：198）と定義される。別の言
い方をすれば，「社会運動の意味づけ作業」（曽良中 2004：242）であり，社会運動を生みだし，正













の動員それ自体）を媒介する要因として位置づけられた（McAdam, et al. 1996：5）こともあいまっ
て，フレーミング分析は社会運動研究でよく用いられるようになった（Benford & Snow 2000）
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図 1　フレーミングの経路依存性






うフレームが選択される。この選択の理由は，それ以前の t0 の時点で行われた運動において b と
いうフレームが採用され，運動のマスターフレームの範例として（中期的に）定着したことによ
り，b と似た b1（「b の後継である b1」）が採用されたということである。t1 で a や c でなく b が選
ばれたことにより，その後（t2 以降）の時点においても b と似たフレームが選ばれつづける（→ b2，












日韓会談とは，日本と大韓民国（以下，韓国）の国交正常化のために，1951 年 10 月から 1952 年 2
月にかけての予備会談に続き，1952 年 2 月から 1965 年 6 月までの 13 年間をかけて両国間で行わ
れた 1 次から 7 次に及ぶ一連の外交交渉を指し，交渉の結果，1965 年 6 月，両国間の国交を規定
した「日本国と大韓民国との間の基本関係に関する条約」（以下，基本条約）が本調印された。
　日韓会談の進展と協議の状況が両国民に明らかにされるにつれ，韓国と日本の双方で会談と基本
条約締結に反対する大衆運動が生じた。韓国での運動は，1964 年から 65 年にかけての第 6，7 次
































































































社会党』56 号（1962 年 2 月号）の日韓会談特集における「日韓会談反対運動の足どり」がわかり
































































年から 1955 年にかけて共産党に所属し，1948 年から 51 年にかけての農村での党組織建設におけ
る在日朝鮮人たちとの交流，1958 年の小松川事件などの経験を踏まえて（玉城 1967：99-106，
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